
7月 9日（土）、広島市安佐北区にあるコカ・コーラウエストレッドスパークスホッケースタジアムにおい

て、地元の小学生から高校生を招いてホッケークリニックが開催された。 

当日は、心配していた雨も上がり、真夏を感じさせる太陽の日差しが降り注ぐ中、参加した男女 64名の子ど

もたちは、リオデジャネイロオリンピックに出場する代表選手を含めたレッドスパークスの選手による指導のも

と、明るく元気よく、最後まで一所懸命に自らのプレーに磨きをかけた。約 2時間のホッケークリニックは、ア

ットホームな雰囲気の中、充実した時間を満喫した笑顔いっぱいに終了した。 

また、ホッケークリニック終了後に行われた閉会式では、リオデジャネイロオリンピックに出場する代表選手

の紹介が行われ、広島県ホッケー協会ならびにトップス広島からの激励挨拶やクリニックに参加してくれた子供

たちからのサプライズプレゼントがあるなど、代表選手たちは多くの関係者からパワーを貰った。 

コカ・コーラウエストレッドスパークスホッケー部は今後もこのような活動を通じて、よりホッケーの楽しさ

を知っていただくとともに、地域の方々とふれあう機会を大切にしていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月 6日(土)から開催されるリオデジャネイロオリンピックの女子ホッケー競技には、レッドスパークスから

過去にオリンピック出場経験のある小野真由美選手・三橋亜記選手をはじめ 6人（バックアップメンバーの浅井

選手を含む）が選出されている。 
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トップス広島はコカ・コーラレッドスパー

クスの 6人にクリニックの会場で、サンフレ

ッチェ広島の浅野琢磨、塩谷司両選手に 7月

17 日(日)、エディオンスタジアムでの横浜

Ｆ・マリノス戦の試合前、山下仁理事長が激

励金を手渡し、エールを送った。 

レッドスパークス ホッケークリニック開催  

トップス広島  

リオ五輪代表に激励金 

http://firestorage.jp/fullview/af448210e555201bd4866a3ae7a4388596d3ce09


 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6/26～7/25 トップス広島 試合結果 
サンフレッチェ広島 

▽2016 明治安田生命 J1 リーグ 2nd ステージ 

7/2  サンフレッチェ広島 ○3-0● ジュビロ磐田 

7/9  サンフレッチェ広島 ●2-4○ 鹿島アントラーズ 

7/17 サンフレッチェ広島 △2-2△ 横浜 F・マリノス 

7/23 サンフレッチェ広島 ○2-0● ヴィッセル神戸 

 

《※広島で行われた試合のみを掲載しています。》 
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広島東洋カープ 

▽セ・リーグ 

6/26  広島東洋カープ ○4-3● 阪神タイガース 

6/28  広島東洋カープ ○3-2● ヤクルトスワローズ 

6/29  広島東洋カープ ○8-1● ヤクルトスワローズ 

6/30  広島東洋カープ ●2-5○ ヤクルトスワローズ 

7/12  広島東洋カープ ○13-3●読売ジャイアンツ 

7/13  広島東洋カープ ●0-6○ 読売ジャイアンツ 

7/18  広島東洋カープ ○3-2● 中日ドラゴンズ 

7/19  広島東洋カープ ○11-3●中日ドラゴンズ 

7/20  広島東洋カープ ●6-7○ 中日ドラゴンズ 

7/22  広島東洋カープ ○4-2● 阪神タイガース 

7/23  広島東洋カープ ○7-0● 阪神タイガース 

           (黒田投手：日米通算 200勝達成) 

7/24  広島東洋カープ ●5-8○阪神タイガース 

広島メイプルレッズ 

▽第 21回ヒロシマ国際ハンドボール大会 

7/22広島メイプルレッズ ○25-21● 日本代表 

7/23広島メイプルレッズ ●22-28○ SKオーフス(デンマーク) 

7/24広島メイプルレッズ ●24-26○ 江蘇省(中国) 

※最終結果：4 位 

ワクナガレオリック 

▽第 21回ヒロシマ国際ハンドボール大会 

7/22ワクナガレオリック ○29-23● 江蘇省(中国) 

7/23ワクナガレオリック ●27-32○ 日本代表 

※最終結果：2 位 

 

プロ野球の前半戦が終了した。広島東洋カープは快進撃で 52勝 33敗 2分とセ・リーグの貯金を独占し、2位

の巨人に 10ゲームの差をつけて首位を独走。20年ぶりの首位ターンを決めた。チームは防御率、打率、得点、

盗塁でリーグトップの成績を残している。4 月 12 日(火)に緒方孝市監督就任後初めて首位に立った。しかしそ

のあとは 1～4位を行ったり来たりしていた。6月 5 日(日)に再び首位に立つと、そこからは他を寄せ付け 
ない圧倒的な強さで首位をキープしている。苦手の交流戦でも 11 勝 6 敗 1

分で 7年ぶりに勝ち越した。6月 14日(火)の西武戦でコリジョンルールが適

用されてのサヨナラ勝利を皮切りに 11 連勝。プロ 4 年目の鈴木誠也選手が

オリックスとの 3連戦で 2試合連続サヨナラ本塁打を含む 3試合連続の決勝

本塁打を放つ「神ってる」活躍を見せた。 

7月 16(土)・17日(日)に行われたオールスターでは最多の 7人が選ばれ、

16 日に鈴木選手がオールスター初打席で、野手の間へと落ちる神がかりな初

安打。17日は丸佳浩選手がライトスタンド最上段へ特大のソロを放ち、菊池

涼介選手はファインプレーを見せた。 

25 年ぶりの優勝に向けてチーム一丸となって戦い続けてほしい。 

 
オールスターに参加した選手たち 

カープ 前半戦総括 

8月 5日(金)から 7日(日)にかけて、鹿児島県霧島市 国分体育館と隼人体育館で第 6回 JHLジュニアリーグ

西ブロック大会が開催される。JHLジュニアリーグは、日本リーグ加盟チームの社会貢献と地域密着活動の一環

として、ジュニアチームの設立・運営を義務付け、活動の一つとしてリーグ戦を開いている。 

昨年、第 5回 JHLジュニアリーグの結果は、ワクナガレオリックの男子チーム・女子チーム共に 2位だっ

た。 

  

  

 

第 6 回 JHL ジュニアリーグ 鹿児島で開催 

東区役所 メイプルレッズ応援イベント 
  

広島市東区役所が 7 月 1 日(金)から

22 日(金)まで１階ロビーに広島メイプ

ルレッズの応援コーナーを設けた。1日

(金)には選手らが区長を表敬訪問し、

１階ロビーでヒロシマ国際大会のチラ

シなどを訪れた市民に配り観戦を呼び

かけた。 

24 日(日)は応募の市民応援団 65 人

がマエダハウジング東区スポーツセン

ターでメイプルレッズに声援を送っ

た。 

 

 市民にＰＲする選手      メイプルを声援する市民ら 
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J リーグ 1st ステージを 4 位で終え 2ndステージでの巻き返しに燃えるサンフレッチェ広島は 7月 2 日（土）

にホーム、エディオンスタジアム広島でジュビロ磐田と対戦し、3-0 で勝利した。1st ステージの対戦では敗戦

を喫していた相手に対し前半から柴﨑晃誠選手の 2 ゴールで 2点をリードすると、後半にはピーター・ウタカ選

手のゴールでダメ押しの追加点。2nd ステージの開幕戦で幸先の良い勝利を手にした。8 日（土）の第 2 節はホ

ームで鹿島アントラーズと対戦し、2-4で敗戦。試合には敗れたものの U-23日本代表に選出されている浅野拓磨 

 

中国電力陸上競技部は 2016 年度前半のトラックシーズン

が 7 月のホクレンディスタンス大会(北海道)で終わった。4

月、5 月にはポール・カマイシ選手の活躍で盛り上がりをみせ

たが、他の選手は全体的に記録・順位ともに良い成績を挙げ

ることができず、伸び悩みのシーズンとなった。      

8 月からは秋の駅伝、冬のマラソンに向けた強化合宿に入

るため、気持ちを切り替えて強化に努めていきたいところ。 

駅伝でポール・カマイシ選手の力を最大限発揮させるため

にも、他選手の競技力向上が必要になるため、この夏合宿で

の各選手の成長に期待したい。 

巻き返せ！2ndステージ開幕 

新加入のアンデルソン・ロペス選手(左)と野上選手(右) 

 

イングランド・プレミアリーグのアーセナルへの移籍が決まった

浅野選手。マリノス戦がサンフレの選手としてのラストゲームと

なった。 

中電 駅伝シーズンに向けて 

選手が 2 ゴールを挙げ意地を見せた。13 日

（水）の第 3節はアウェイで柏レイソルと対

戦した。前半に先制点を許すも、31 分に丸

谷拓也選手の今シーズン初ゴール、43 分に

は OA 枠でリオ・オリンピック日本代表に選

出されている塩谷司選手の直接 FKが決まる

などで 2点をリードし折り返したが、後半立

て続けに失点を喫し 3－3の引き分けに終わ

った。17日（日）はホームで横浜 F・マリノ

スと対戦した。1点ビハインドの後半に皆川

佑介選手の今シーズン初となるゴールで同

点とするとその 2 分後、この試合がサンフレ

ッチェ広島でのラストゲームとなる浅野選

手のシュートのこぼれ球を佐藤寿人選手が

ゴールし試合を一気にひっくり返す。しか

し、試合終盤に相手に同点ゴールを許してし

まい試合は 2－2の引き分けに終わった。 

浅野選手が移籍をするため補強も行われ

た。トンベンセ FC（ブラジル）からアンデ

ルソン・ロペス選手が期限付き移籍で加入

した。ロペス選手は 185cm、82kgの体格に

スピードを兼ね備えた左利きの大型 FW。す

でにチームトレーニングにも参加しており

18 日（月）の大阪産業大学とのトレーニン

グマッチでは 1ゴールを記録している。ま

た、横浜 FCから野上結貴選手が完全移籍で

加入した。野上選手はフィジカルはもちろ

ん、強さ、速さ、ヘディングの高さも持ち

合わせた DF。浅野選手が移籍したところを

うまく補強できたので、昨年の王者として

2nd ステージと年間 3位以内を目指し頑張

ってほしい。 

 

 

http://firestorage.jp/fullview/b213f5840602513eacd5be5ae36e662dae70eef3


 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

編集協力 広島経済大学 興動館 

スポーツによる地域活性化プロジェクト 

各チームの１推し選手を紹介します。 

↓選手からのコメント 

生年月日 1993 年 10月 7日 

身 長  178cm 

出身地  青森県 

NTT 西日本広島 

ソフトテニスクラブ 

船水 雄太選手 

☆選手紹介コーナー☆ 
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今年度からＮＴＴ西日本広島の一員としてプレ

ーすることになりました。ダブルス・シングルス共

に更に磨きをかけ、世界一のマルチプレーヤーめ

ざし、頑張ります！応援よろしくお願いします 

 

6 月 29日（水）～7月 3日（日）に勝山市体育館ジオアリーナにおい

て、厚生労働大臣杯第 66 回全日本実業団バドミントン選手権大会が開

催された。   

広島ガスは予選リーグから出場し、2 戦とも勝利を飾り、決勝トーナ

メント進出を決めた。決勝トーナメント 1 回戦は、三菱自動車京都との

対戦。第 1ダブルス桜井みどり・平井亜紀組、第 2 ダブルス奥井智奈美・

亀田楓組ともに快勝し、迎えた第 1 シングルスでは濱北もも選手が第 1

ゲームを落とすが、粘り強い戦いで見事逆転の 3-0で勝利。続く 2回戦

はヨネックスとの対戦。各選手奮闘をみせたが 0－3で敗れ、ベスト 16

という結果だった。 

まだまだ、シーズンは始まったばかり。これからの広島ガスの活躍に

期待したい。 

 

7月 2日、3日の二日間、V・プレミアリーグ男子チームによる「マ

イナビシリーズ V リーガーマッチ」がお台場海浜公園お台場ビーチ

(東京都港区)で行われ井上俊輔・八子大輔・町野仁志選手が出場し

た。マイナビシリーズ Vリーガーマッチとは Vリーガーが、3人制

ビーチバレーボールを砂上で行い、得点を競う大会である。15点 3

セットマッチで行われ、デュースの場合は先に 17 点に達したチー

ムの勝利となる。東レアローズ、ジェイテクト STINGS、ＪＴサンダ

ーズ、堺ブレイザーズ、FC東京、JVA推薦チームの 6チームが参加

した。大会１日目は、昨年度優勝の堺ブレイザーズが FC 東京にセ

ットカウント 2-1（16-17、17-15、15-13）のフルセット、東レ 
にストレート（15-11、15-12）で勝利し、決勝に進出。もう一方のコートでは、JTサンダーズの試合が行われ、

ＪＴサンダーズはジェイテクトに 1-2（14-16,17-16,15-11）とフルセット戦い抜いたが惜しくも敗れる。対 JVA

推薦チームには 0-2（14-16,12-15）とストレート負けを喫してしまった。しかし、大会 2 日目、JVA 推薦チーム

が決勝トーナメント不参加のため、3位決定戦へ進出し、対 東レアローズに 0-2（16-17,11-15）と見事ストレー

ト勝ち。3 位が確定する。最終的に 1 位：堺ブレイザーズ 2 位：ジェイテクト STINGS 3 位：JT サンダーズ 4

位：東レアローズ 5位：FC東京 6位：JVA推薦チームとなった。 

普段体育館でバレーボールをしている選手たちが砂上で繰り広げるビーチバレーボールには迫力があり、白熱

した戦いとなった。 

試合前に円陣を組む選手たち 

広ガス 全日本実業団は 16 強 

6 月 24 日～29 日に韓国（忠清北道）にて第 52 回国務大

臣杯が開催された。日本チーム代表として団体・個人ダブ

ルス・個人シングルスの三部門に出場した。予選リーグで

は、前年度チャンピオンチームを倒し、決勝トーナメント

にコマを進め、新人の船水雄太・林大喜ペアが優勝した。

個人ダブルスでは、順調に勝ち上がり、準決勝では昨年の

世界チャンピオンペアを圧倒した。決勝では堂々の優勝を

成し遂げた。個人シングルスでは、4名がエントリーするも

全員初戦敗退。丸中大明・長江光一がダブルス優勝を果た

すものの、韓国の層の厚さをまざまざと見せつけられた。 

  韓国で 2番目に歴史のある大会で、シングルスは残念な

結果であったが、団体、ダブルスともに金メダル。日本代

表として NTT 西日本広島ソフトテニスクラブの強さを示す

ことが出来た。 

 

ＪＴ ビーチバレー3 位 

ＮＴＴ 団体・ダブルスで金 


